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在宅高齢者におけるコンパニオンアニマルの飼育と手段的

日常生活動作能力 (instrumental Activities of

Daily Living; IADL) との関連

―茨城県里美村における調査研究―
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目的　在宅高齢者を対象に，コンパニオンアニマル（ペット）の飼育状況と手段的日常生活動作

能力（instrumental activitiesof daily living; IADL）との関連を明らかにし，コンパニオンア

ニマルの飼育が高齢者の健康維持につながるか，その可能性を検討する。

方法　茨城県久慈郡里美村に住民票を有する65歳以上の高齢者1,345人のうち，無作為に抽出し

た400人を対象に1999年3月に自記式質問紙を用いて郵送法による調査を行った。IADL7項

目についてすべて「できる」と答えた者を「IADL障害なし」，1項目以上「できない」と

答えた者を「IADL障害あり」とし，このIADL障害の有無を従属変数に，コンパニオンア

ニマル（ペット）の飼育経験，飼育年数，接触度などをそれぞれ独立変数に設定して，ロジ

スティック回帰分析を行った。

成績　有効回答者数は，339人（84.8％）であった。コンパニオンアニマルの飼育状況では，飼

育経験がない者は115人（35.8％），現在飼育している者は118人（36.8％）であった。高齢

者のIADLに関連する要因としては，現在犬を飼育している者の年齢・性を調整したオッ

ズ比は，飼育経験がない者に比べ0.53（95％信頼区間=0.27-0.99）であり，有意に関連して

いた。「私にとってペットは親友だ」について「とてもあてはまる・あてはまる」と答えた

者は0.48（95％信頼区間=0.23-0.99)であり，有意に関連していた。飼育年数が長いほどオ

ッズ比は低い傾向があった。

結論　高齢者のIADLと関連する要因としては，犬の飼育，コンパニオンアニマルとの日常的

な接触が考えられた。コンパニオンアニマルの飼育は，高齢者のIADLと関連している傾

向がみられ，健康の維持につながる可能性があるものと思われた。
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